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1.は じめに

発達心理学の分野で、人間の一生涯に対す

る関心が高 まっている。人問を生涯変化す る

存在、または変化を求める存在(1と とらえ、

その心理的、身体的変化や各年代に特徴的な

できごと、心理的葛藤やその克服を詳細 にと

らえようと試みられている。 さらに、今 まで

あまり省み られなかった中年期に焦点が当て

られるようになったの も最近の特徴であろう。

人間の生涯を追 いなが ら、各年代特有の発

達的特徴 とその発達課題をとらえようとした

精神発達論 は、や はりフロイ トに始 まるであ

ろう。そして精神分析学的観点からの発達課

題提起は、その後ユング、エリクソンへ と引

き継がれた。

エ リクソ ン(1963)に よると、成人期初期

の発達課題 は他人との親密性 の獲得であり、

その後壮年期の生殖性の獲得へと引き継がれ

ていく。生殖性という言葉 には、我が子を産

み育てることばか りでなへ 自分の後へ続 く

者 を育て るとい う意味を持たせているが、

「子育て」 とい う仕事 は、生涯の中でやはり

大 きな意味を持っ ものであろう。

レビンソ ン(2は、 アメ リカの男性30人 に対

す る詳細な調査をもとに、中年期を中心 とし

た発達段階説を提唱 した。 この各発達段階説

には、それぞれ移行期と呼ぶ重なりの期間が

あり、 ここで次の段階への移行の準備がなさ

れ るとする。そしてスムースな移待がなされ

ないと、心理的危機がおとずれるとしている。

一般 に、生涯を見通 した発達段階説 では、

男性に焦点が合わされているものが多 い。女

性の発達 も生涯という大 きなスパ ンで見ると、

同 じような発達段階をふむものか もしれない。

しか し、女性にとっての心理的危機の内容や

生涯の中で実父や実母の持っ意味、子 どもが

人生に持 たらすものは、やはり異 なる部分 も

あるか と思 われる。

現在、社会状況の大きな変化や少子化の影

響で、子育てがむずか しくなっていると言わ

れ る。 さまざまな議論がなされているが、そ

の多 くは、今現在の子どもと母親を考えるも

のである。 しか し、社会状況や女性の価値観

の変化が大 きく、よりよい解決の糸口を見っ

けるのが追いっかない現状である。

このような状況を考えると、子育てを今 と

いう時点に限定せず、女性の生涯 という長い

スパ ンの中で見 ること、そ して母親の育ち、

育て られ方 とそれに対する母親の意識 という、

世代の継承の中で見ることが何か らの解決の

糸 口を見出せ るのではないかと思われ るので

ある。
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皿.目 的

母親が自分の幼少時代や両親からの育て ら

れ方をどう振 り返 っているのか、またその内

容が子育てにどう影響を及ぼしているのかを

見るために、調査を実施 した。

調査 は母親が自分の気持ちを率直に表現 し

やすいように、主に自由記述の形態をとった

質問紙調査法を用いた。調査項 目は、現在の

子育てや夫の子育てに対する意識、自分の育

て られ方や両親に対する不満などである。

また、自由記述の項 目として、現在の心境

や実の両親か らの育て られ方 と今の自分への

影響など、以下の7テ 「マを設定 した。

①心 に重 くひ っかかっていて、今の自分に影

響 していること

②子 どもの頃のっ らい思い出

③子 どもの頃、厂実父が して くれたことで印象

に残 っていること

④子 どもの頃、実母が して くれたことで印象

に残 っていること

⑤実父 との思い出で、今の自分の子育てや人

生 に影響 していること

⑥実母 との思い出で、今の自分の子育てや人

生 に影響 していること

皿.調 査対象と調査時期

調査対象は、東京都内の育児支援セ ンター

に来所 した母親35名 である。調査方法 は、質

問紙を手渡 し、記入後郵送 してもらう方法を

とった(回 収率70%)。 調査時期は1999年8

月である。

この育児支援 センターは、子 どもを連れて

自由に来所できる場所であり、母親たちの育

児支援の目的を持っものである。筆者 とは顔

なじみの母親 も多 く、調査 は無記名で もある

ので、本音を記入 して もらえるのではないか

という予想で選定 した。

調査対象の母親、父親の年齢は、表1,表

2の とおりである。母親 は30～34歳 が最 も多

いが、20歳 代か ら39歳 までの幅広 い層となっ

ている。父親は30歳 代が中心であ った。

表1母 親の年齢 表2父 親の年齢

N % N %

30歳未満 8 22.9 30歳未満 5 14.3

30～34歳 20 57.1 30～34歳 10 28.6

35～39歳 7 20.0 35～39歳 17 48.5

40歳以上 0 0 40歳 以上 3 8.6

計 35 100.0 計 35 100.0

IV.結 果と考察

1.子 どもの年齢と性別

子 どものきょうだい数は、表3の とおりで

ある。 きょうだい数が1人 という者が65.7%

と一番多いが、最初の子どもの子育てで不安

になり、セ ンターに来所することが多 いので

あろう。

また、 きょうだい一緒に連れて くることも 『

少 なくないたδ6、第1子 で子 どもの年齢を見

た ものが表4で ある。生後2週 間 目か ら連れ

て くる場合 もあるが、子 どもの年齢 は、1～

2歳 がピークとなっている。子どもの動きが

激 しくな り、また自我が芽生えて子育てが大

変になって くる年齢 であるせいか もしれない。

表3き ょうだい数 表4第1子 の年齢

N % N %
0歳 6 17.1

1人 23 65.7
1歳 10 28.5

2人 9 25.7 2歳 9 25.7

3人 2 5.7 3歳 5 14.3

4歳 1 2.9
4人 1 2.9 5歳 1 2.9

計 35 100.0 6歳 2 5.7

14歳 1 2.9

計 35 100.0

きょうだい数 と性別の関連を見たものが表

5で あるが、きょうだいが2人 以上いる場合

の男児の割合が高い。

これは、きょうだいが増え、子 どもの年齢

が上がると、特に男児の動 きが激 しくな って

くるせいか もしれない。少子化できょうだい
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や友人が少なくなり、 また遊び場の減少など

もあって、母親が一人で男児を育てにく、くなっ

ているとも言えるのではないだろうか。セ ン

ターがその機能を果 しているということであ

ろ う。

表5き ょうだい数 × 性(N)
L.」 い 〆 ,

第1子 第2子 第3子 第4子 計
1人(男)

(女).一

11

12

11

12

2人(男)

(女)

9 5

4

14

4

3人(男)

(女)

2 2 1

1

5

1

4人(男)

(女) 1

1 1 1 3

1

計 35 12 3 1 51

2.子 育ての楽 しさと不満感

子育ての楽 しさや不満感、不安感を尋ねた

ものが表6～8で ある。

表6子 育ての楽しさ

表6で 子育ての楽 しさを見 ると、69%の 者

が 「人が育っのを見るととても感動する」 と

答 えている。 しか し、「子育てはとて も楽 し

い」 と思えるのは、その割合が減少 し40%、

「どちらともいえない」とやや懐疑的な者が11

%い る。

さらに 「子育てに生 きがいを感 じる」者 に

なると、「どち らともいえない」以下、 この

項目に否定的な者が合わせて34.4%と なって

いる。母親が子育てに生 きがいを感 じること

はあまりなくなって きた時代 なのだ ろうか。

次に表7で 子育てへの不満感、不安感を見

たい。 これらの7項 目は相関が高かった項 目

であり、互いに関連があ.るものと思われるが、

まず、「親自身、我慢が必要」「自分の時間が

取 られっ らい」「親 の自己犠牲が要求 され大

変」 と不満感が子育ての不安感よりも強 く表

(%)

とて もそ う ま あ そ う
ど ち らと も

い え な い

あ ま りそ う

で な い

全 くそ うで

な い

1.人 が育 っ のを見 ると感 動 す る 68.5 28.6 2.9

2.子 育 て は楽 しい 40.0 48.6 11.4

3.子 育 てに生 きが いを感 じる 22.9 42.9 22.9 8.6 2.9

表7子 育ての不満感 ・不安感 C%)

とて もそ う ま あ そ う
ど ち らと も

い え な い

あ ま りそ う

で な い

全 くそ うで

な い

1.親 自身、 我慢 が必要 で 大変 17.1 25.7 20.0 34.3 2.9

2.自 分 の 時間 を取 られっ らい 14.3 17.1 37.2 25.7 5.7

3.子 どもが心身共に順調か心配 8.6 28.6 11.4 34.3 17.1

4.親 の自己犠牲が要求され大変 8.6 17.1 28.6 37.1 8.6

5.叱 り方 がわ か らな い 5.7 25.7 25.7 28.6 14.3

6.子 育 て に不安 を感 じる 5.7 20.0 28.6 25.7 20.0

7.し っ けが よ くわ か らず 困 る 2.9 25.7 37.1 25.7 8.6

表8イ ライ ラ感 C%)

とて もそ う ま あ そ う
ど ち らと も

い え な い

あ ま りそ う

で な い

全 くそ うで

な い

1.何 と な く イ ラ イ ラす る 20.0 42.9 17.1 17.1 2.9

2.た た いて しま う ことが あ る 17.1 25.7 11.4 17.1 28.7

3.つ い我 が子 に当 た って しま う 8.6 25.7 17.1 31.5 17.1
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明されている結果 とな っている。「どちらと

もいえない」以下 この項目に否定的な者 も少

な くないが、現代の母親の特徴なのか もしれ

ない◎

次いで、不安感の項 目である 「子 どもの心

身が共 に順調か心配」「子育てに不安を感 じ

る」の項 目がきている。「とても ・まあそ う」

であるとしている者は37～26%み られた。

表8は イライラ感に関する項目である。 こ

れ らは前出の子育てへの不安の項 目などとは

相関があまりな く、子育てに関 しては別の因

子となっていた。

「なん とな くイライラする」に 「とて も、ま

あそう⊥である者 は合わせて63%、 「たたい

て しま うことがある」者 は43%、 「つい我が

子 に当たって しまう」者は34%と なっている。

これ らの項目への肯定率でみる限 り、子育

てへの不満感や不安感よりもイライラ感の方

が高 くなっでいる結果である。従来 は、母親

たちの育児不安の高さが問題 となっていたが、

最近はこのイライラ感や子 どもをたた くとい

う行為の方が表に出て きているようであ る。

表9両 親への不満感

我慢や 自己犠牲に対する不満 も高 い。子育て

への構えやそ こで感 じるものが変 わってきて

いるのか もしれない。

3.両 親への不満感

次 に自分の両親への不満感を見てみたい。

表9で 見 ると、「親に対 して不満があった」

という項目に 「とても、まあそう」 と肯定を

している者が合わせて31.5%い る。2項 目目

の思春期における両親への反発はやはり高 く、

半数の者が肯定 している。

きょうだいとの育てられ方の違いに対す る

不満を示す者 は、13.4%と1割 強であった。

実父や実母 とのかかわりを 「叱 られる」 と

い う行為 に焦点を当てて見た ものが、表10で

ある。

両親、特 に父親にはよ く叱 られているが、

実父や実母 に 「よ くたたかれた」 の項目に

「とて も、 まあそう」 と答えた者がそれぞれ

合わせて43%、31%い る。これらのことは、

自分が子育てをする場合に否応な く思い出さ

れるものであろう。両親への否定的な感情へ

もっなが っているか もしれない。

(%)

とて もそ う ま あ そ う
どち らと も

い え な い

あ ま りそ う

で な い

全 くそ うで

な い

1.親 に対 して不 満が あ った 22.9 8.6 31.4 31.4 5.7

2.思 春 期 の頃、反 発が 多か った 20.0 31.4 20.0 20.0 8.6

3.き ょうだ いの方 を可 愛が って い た 11.8 2.9 23.5 32.4 29.4

4.子 ど もの頃、反 発が 多か った 11.4 20.0 28.6 31.4 8.6

5.も う少 しや さ しく して くれ て もよか っ

た の にと思 う 8.6 8.6 17.1 40.0 25.7

表10実 父 、実母 とのかかわ り (%〉

とて もそ う ま あ そ う
ど ち らと も

い え な い

あ ま りそ う

で な い

全 くそ うで

な い

1.実 父 に よ く叱 られた 20.0 42.9 17.1 17.1 2.9

2.実 父 に よ くた たかれ た 17.1 25.7 20.0 34.3 2.9

3.実 母 に よ く叱 られた 17.1 25.7 11.4 17.1 28.7

4.実 母 に よ くた たかれ た 14.3 17.1 37.2 25.7 5.7

5.実 父 を今 よ く理解 で き る 8.6 28.6 11.4 34.3 17.1

6.実 母 を今 よ く理解 で きる
'

2.9 25.7 37.1 25.7 8.6
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一方、実父、実母を 「今 よく理解できる」

と、 自分が子育てをするよ うになった現在、

両親への理解を示す者が合 わせて37%、29%

いる。 しか しこれ らの数値 は予想 された もの

より低い結果であ った。

自分の両親への理解は、子どもの年齢が も

う少 し高 くなってか らの ものかもしれない。

そ こまで振 り返 るゆとりもないのかもしれな

い。まだ親たちの年齢が低 いということで も

あろう。また、母親への理解よりは父親への

理解の方がむずか しいようであった。

子育てに対する不満感や不安感、イライラ

感 と両親との関連を見るたあに、前述の表7、

表8の 項 目を得点化 し、個人の 「子育て不安

得点」「イライラ感得点」を算出 し、 その得

点か ら母親を3群 に分類 した。

図1は 、イライラ感による3群 の分類であ

る。また表11は 、イライラ感 による3群 と前

述の 「実母 のことが今よく理解できる」 とい

う項目との関連である。

表11を 見 ると、イライラ感が低い者 に、実

母のことが今 よく理解できるとしている結果

であった。子育てに対するイライラや焦燥感、

子 どもをたたきたくなるようなス トレスを持

っ と、自分の実母の気持ちへの理解にはいた

りに くいのかもしれない。育 っていく人間を

見守 る気持ちも持ちに くいであろう。

この子育ての周辺にあるイライラ感をどう

解消 していくのかは、 よりよい子育てへの援

助の1っ の方策と思われる。

4.自 由記述の内容分析

自由記述の内容を分析 したものが、表12～

表15で ある。記載された内容から筆者が 「+」

の内容 と 「一」 の内容 に分類 した。

表12の 「心の中に重 くひっかかっていて、

今の自分 に影響 していること」では、「い じ

められた」「父親が酒乱だった」「長男だけ大

事にされた」など、「一」の記述をした者が40

%い た。予想よりも多い数値であり、30代 前

後の母親たちの半数が、心に何 らかの重荷を

持 っている。そ してその内容 も深刻なものも

見 られた。

表13か らは両親 にっいての記述の数である

が、「子 どもの頃、両親が して くれたことで

表12心 の 中 に重 くひ っか か って い て、 今 の 自

分に影響 していること
(N)

表11イ ライラ感群 × 実母のことが今よく
理解できる�(N)

実母が今よく理解できる

とてもそう まあそ う
あまりそ

うでない
計

高イライラ群 40.0 60.0 100.OUO)

申イライラ群 40.0 40.0 20.0 100.05)

低イライラ群 80.0 20.0 100.OUO)

一 の記 述 無 計

40.0(14) 60.0(21) 100.0(35)

① なん とな くイ ライ ラす る

② た たいて しま うこ とが あ る

③ っ い我 が子 に当 た って しま う

iiiii
ii

1

と
て
も

そ
つ

2

まあ

そ
つ

3

ど

ち
り

と
も

』、
え
な
い

4

あ
ま
り

そ
つ
で

な
い

5

全
く

そ
つ
で
な
い
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印象に残 っていること」にっいては、 「一緒

に遊んで くれた」 など両親 の暖かい思い出

(+の 記述)が 多 く語 られている。 しか し、

この項 目においても 「一」の記述を した者が

見 られた。

表14は 、「両親 との思い出で、今の子育て

や人生に影響 していること」についての記述

の数であるが、実父にっいて 「+」 の記述を

した者が40%い たのに対 して、実母 について

は29%に とどまり、実母では逆に 「一」の記

述を した者が43%も いた。実父 と実母 の数値

が逆転 している。

前述 したように、実母に対する理解が親に

なったことですすんでいる一方、今尚、実母

のマイナスの影響を引きずっている者が多い

という結果である。家庭差 もあろうが、母親

に対す る思 いの複雑 さが うかがえ る。

表15は 夫に対する記述の内容分析であるが、

両親に対する複雑な思 いとは逆に、夫 に対 し

ては 「+」 の記述が多 くなってお り、その内

容 も 「これか らも楽 しい家庭を築いていきた

い」 といったものが多く見 られた。結婚年数

もまだ少なく、今はとにかく夫と一緒の子育

て に一生懸命 な世代 ということであろうか。

5.両 親と現在の人生

前述表12の ように、心の中に重くひっかかっ

ていることがあると答えた者が14名 いたが、

この項 目の記述の有無 と両親 との関連を見た

ものが表16～17で ある。

表にあるように、心の中の重荷 と実父 との

関連 はあまり見 られないのに対 して、「心 の

中 に重荷がある」者に、「実母が子育 てや人

生にマイナスの影響をしている」 と答えた者

が多 くなっている。

その心の重荷 と実母のマイナスの影響の具

体的内容が表18か ら19である。

表19で 「一の影響がある」と答えた者の内容

を見 ると、実父の酒乱や自殺、長男だ けが大

切にされたことなどの心の重荷に対 して、特

にその時の実母の対応のし方 を批判 している。

例えば、「母親 によ く八っ当た りされた。

母 親 との間に距離を感 じ、子育てを頼 るのが

嫌」』「あんたたちさえいなければと何度 も言

われ、忘れることがで きない。産んで欲 しく 1

なかった」「母が兄だけを中心 に考えている。

きょうだい'に差がっ くなら子 どもは1人 に し

表13子 どもの 頃、両 親が して くれ た こ とで 印象 に残 って いる こ と (N)

+の 記述 一の記 述 無 計

実 父 62.9(22) 11.4(4.) 25.7(9) 100.0(35)

実 母 68.5(24) 8.6(3) 22.9(8) 100.0(35)

表14両 親との思い出で、今の子育てや人生に影響していること (N)

+の 記述 一の記 述 無 計

実 父 40.0(14) 25.7(9) 34.3(12) 100.0(35)

実 母 28.6(10) 42.8(15) 28.6(10) 100.0(35)

表15夫 につ い て何 か感 じる こ と %(N)

・+の 記 述 一の記 述 無 計

54.3(19) 28.6(10) 17.1(6) 100.0(35)
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ようかと考えて しまうJな どである。

これらのケースで、実父に対 してはそれ ほ

ど強い批判がみ られなかったことと対照的で

あった。

子育てはやはり母親がその多 くの割合を占

めるたδ6、実母の対応のまずさは強 く印象 に

残 るのであろう。また、娘 として父親への特

別な思いと母親への通常以上の反発 といった

側面 もあるのかもしれない。 いずれにせよ、

母親たちの現在の心境や人生観には、実母が

心理的に大 きく影響 し、それを引きず ってい

るもののよ うである。

これら記述された実母への思いと今の子育

ての比較、例えば子育て不安群やイライラ感

群との関連を調べたが、有意な関連性 は見出

せなかった。

個.々のケースで見ても、実母へのマイナス

イメージが強い者でも、子育てでは特に不満

感や不安感 を強 くしてもいない。中不安群に

位置するケースが多 く見 られた。

ケース数を増や しなが らさらに詳細な分析

が必要 と思われるが、我が子 という新 しい命

に対す る期待と一生懸命な気持 ちでまだ一杯

なのか もしれない。子どもの年齢や母親の年

代への考慮が必要とも言えよう。

一般 に言われるように、 自分の実母 と子育

ての関連を一概 に論ず ることは避けなければ

な らないのではないだろうか。女性の生涯 と

いうスパ ンの中で、どの時期にどんな思いを

思い出 し、またはいっ頃まで引きずり、また

新たな思いを大きく抱 くのかの検討を今後の

課題 としたい。

表16心 の中の重荷 × 実父が人生に影響 していること (N)

実父が子育てや人生に影響していること

+の 影響 一め影響 無 計

心 の 中 に 重 くひ っか

か って い る こと

有 50.0(7) 42.9(6) 7.1(1) 40.0(14)

無 33.3(7) 14.3(3) 52.4(11) 60.0(21)

計 40.0(14) 25.7(9) 34.3(12) 100.0(35)

表17心 の中の重荷 × 実母が人生に影響 していること (N)

実母が子育てや人生に影響 していること

+の 影響 一の影 響 無 計

心 の 中 に重 くひ っか

か ってい る こと

有 14.3(2) 78.6(11) 7.1(1) 40.0(14)

無 38.1(8) 19.0(4) 42.9(9) 60.0(21)

計 28.6(10) 42.8(15). 28.6(10) 100.0(35)

表18心 の中 の重荷 と実 母が 人生 に影響 してい る こと(+の 記 述)(NO.は ケ ース番号 で同一 人 を表す)

心 の中 に重 くひ っか か って い て、今 の 自分 に影響

してい る こと

記 述 有

1.小 学生 低 学年 の頃 、気 が 弱 くイ ジメ られ っ子

だ った。

2.小 学 生 の 頃 、 上 級 生 にい じめ られ た ことが 今

もまだ心 に残 って い る。

実母との思い出で、今の子育てや人生に影響 して
いること

+の 影響の記述

1.放 任 主 義 で う るさ く言 わ れ な か った の で逆 に

自分 自身 で しっか りや って これた。

2.す べ て に影 響 してい る。
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表19心 の 中の重荷 と実 母が 人生 に影響 して い るこ と(一 の記述) (NO.は ケ ース番号 で同 一人 を表 す)

心 の 中 に重 くひ っか か って いて、 今 の 自分 に影 実母 との思い出で、今の子育てや人生に影響し
響 して い る こと て い る こ と

記 述 有 一の影響の記述

1.酒 乱 の父 に たたか れ た こと。 1.家 庭 内 で けん かが 絶 え ず母 によ くやっ あ た り

された。母との間に距離を感 じ今で も子育てを

頼るのが嫌だ

2.親 戚 の姉 の絵 に いた ず ら書 きを して お こ られ 2.ほ った らか しにされ てい た。 よ く怒 られ た り、

悲 しか った こ と。 たた か れ た り した。 自分 もイ ライ ラ して怒 って

しま うの は気 をっ けたい。

3.う つ 病 に な り、 ノ イ ロ ー ゼ 、 神 経 症 に な っ た 。 3.一 番苦 しい時 に理解 して も らえ ず 、 きび し く

っ っばね られ たの で、 子 ど もの心 を くめ る 自分

に な り た い 。

4.ト イ レが で きな くて母 に たた かれ た ことが恐 4.子 ど もが トイ レが で きな くと も手 を あげ な い

い思 い出 と して残 って い る。 よ う に して い る。 た たか れ る と気 持 ちが萎 縮 し

て しま うので気 をつ けて い る。

5.親 が妹 ばか りに 目が い くこ とに腹 を立 て た反 5.母 は妹 の ことで大 変悩 ん だ り、 体 力 的 に もき

面、 素 直で や さ しい姉 を演 じて い た。 っ く、 自律 神経 失 調 症 に な りイ ライ ラ して私 を

よ くたた いた。 自分 も母 に似 て い ると感 じるが 、

自分の気持ちだけでは爆発 しないように心がけ

て い るQ

6.ピ ア ノが苦痛 で親 の気持 ちが負担 だ った。 6.母 が仕 事 を もって いて 忙 しか った ので、 遊 ん

で も らった記 憶 が あ ま りな い。 自分 の子 ど もと

は思 い 出は た くさん 作 りた い。

7.け ん か で姉 が悪 くて も2人 共 怒 られた。 姉 が 7.母 は忙:しい と言 って 私 の話 を よ く聞 いて くれ

嫌 い に な り、 今 だ に顔 を見 るの も話 す の もイヤ な か った。 あい ま いな返 事 ば か りだ った。 子 ど

だ 。 もの話 を よ く聞 いて理解 で きる母 親 に な りた い。

8.長 男 だ け大 切 にさ れ た。 自分 は妊 娠6ケ 月 ま 8.母 が 兄 だ けを 中心 に考 えて い る。 兄妹 に差が

で気 づ か れ なか った。 望 まれて生 まれ たの だ ろ っ くの な ら子 ど もは1人 に しよ うか と考 え て し

うか 、 と思 う。 ま う 。

9.父 の会社 が 倒産 。 自分 は結 婚 し、2番 目の子 9.「 あん た たち さえ いな けれ ばお父 さん と一緒 に

が2歳 の時父が自殺。今でも心の中に重すぎる い な い」 と何 度 か言 われ た。 耳 の 奥 に その言 葉

ほ どひ っか か り前 へ進 む ことがで きな い。 が 残 って い て忘 れ る こ とがで きな い。 私 自身 産

ん で欲 しくなか った。

10.母 と一 緒 に遊 んで も らった記 憶 が ない。 そ の 10.母 は愛 情 の表 現、 子 ど もの心 を感 じるのが 下

せ いか 我が子 へ の接 し方 に とま ど うことが多 い。 手 な 人 だ った。 よ く母 とはぶ っ か っ た。 い い子

にな って可 愛 が って ほ しか った ので 、母 の言 う

とお りの進 路 に進 み、 反 動 で反 発 も した。 今 は

母 な りに一生 懸命 だ った と信 じる。

11.あ ま り一緒 に遊 ん で くれ な い。 ほ あて くれ な 11.遊 ん で も ら っ て い な か っ た の で 、 な る べ く一

いo 緒 に遊 ん で や ろ う、 よ い こ とは ほめ て あげ よ う

と思 う。
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V.ま とめ

母親が 自分の幼少時代や両親か らの育て ら

れ方をどう振 り返 っているのか、その内容が

母親自身の子育てにどう影響 しているのかを

見 るために、自由記述を中心とした調査を行 っ

た。調査対象は、東京都内の育児支援センター

に来所 した母親35名 である。

支援 センターに来所 した子どもの性別を見

ると、 きょうだい数が2人 以上いる場合の男

児の割合が高い。少子化や社会環境の変化な

どで、少 し年齢の高 くなった男児を母親が一

人では育てにくくな っているのかもしれない。

子育てに対する意識では、不安感 よりも自

分の我慢や自己犠牲が必要であることへの不

満感、 イライラ感の方を強 く持 っているよう

であった。

自由記述 をもとに母親のさまざまな心境を

見 ると、 「心 の中に重 くひっかか っていて、

今の自分に影響 していること」があると答え

た者が40%い た。その内容 も深刻なものも見

られる。

また、心 の中に重荷 を持 っている者 に、

「実母が子育 てや人生にマイナスの影響を し

ている」 と答えた者が多い結果であった。そ

の心の重荷の出来事に対する実母の対応の し

方を強 く批判をしている。子育てでは母親が

その多 くの割合を占めるため、実母 の対応の

まずさは強 く印象 に残 るのであろう。その底

辺には、娘として、実父 と実母への思いの違

いもあるか もしれない。

しか し、個々のケースを見ると、母 親への

マイナスイメージが強い者で も子育てへの不

安感やイライラ感が特に強い結果ではなか っ

た。

この結果を見る限 り、子育てと自分の実母

との関連を一概 に論ずることはできないよう

に思われる。女性を生涯というスパ ンの中で

見つあ直す ことが必要であろう。

最後に、本調査にご協力いただきました渋

谷区育児支援セ ンターのみなさまとお母さま

方に、厚 く御礼を申し上げます。
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